
，参考書誌研究第9号（1974．5）

　　全米総合目録の成立とそ．‘の背景

窒mati・nal　Uni・n　・Cqtal・9，．　P・・一1956・lmP・i・tsを中心セこ

土　井．稔・子

枝　松　　　栄

はじめに

第1章Na‡iona1　Union　Catalo9

　　一その歴史と利用について一

1　NUC　Pre一・1956の成立　　　！

，2．LC蔵書目録との関係

3ZIIUC　P・・一1956の利用

4・NUC　1956－67歯よびそれ以降9）

累積版

5総合目録サーヒごス

第r【章．National　UniQn　Catalo9

　　一資料収集の背景一

　1　米国国内出版物の収集

　2　外国出版物の収集

むすびにかえて

資料　クP一ごンrNψoηα〃Union　Ca．

．tal・9，　Pre一・195，61mP・intsの歴史」

　（訳）

、はじめに

　‘大きなこと労いい．こと渇のコマ・・一シ’i”

ルがそのままあてはまゴるまうな．Natioe　nal

、乙乃毎ρηCatalog，　P第eT19561mPrintsが，

アメリカ図書館協会，ア刈力議会図書
館，そしてMqn＄ell　．社の協力のもとに世

界の注目と期待を集めて，ついに出版され

、た。

　10年間で約610冊を刊行する計画で1968

年期ら開始さ乳たこの目録は，．1973年末℃

すでに300冊が刊行された。N漉伽認Un－

ion　Catαlog　1956－67（全12S巻刊行済）

率よびエ968－72（全128巻174年刊行開始）

ξ）分とをあわせると全体で♀OO冊近く．にも

嗣るもの「融られる・・これらの目鍮馬

図書髄加馳有二二動・・晒
となる．ことは疑a・もないだうう。

　グ「テンベルグが‡450年代に活版印刷術

を発明し，四十二行聖書の’出版を始めたそ、

の時代力｝ら今日に至るまでの，三三および

カナダにある知的財産のほとんどを二系列

の明記とめ翫ことは・、2年後に迎え

るアメブカ独立200年を祝賀するにもふさ

わしい一大事栄といえるものであろう　。’

　日常のソファ’レγス1こたずさわるわれわ

れが，この‘ガルガンチュプに接してい．る

と何となく親しみを事ぼえ，‘ガルガンチ

ュワ’の生いたちを探っ．てみたくなったの

が本稿の発端である6

　遅㏄．Pre－1956　の刊行を引き受け

たMansell社がその趣意書ともいうべき

・Pr・・ρ・伽・伽伽N㏄ア・・一エ955を

刊行しk。この中tlt〈NUCの編集刊行に情

熱雄ぎこ耀耳。鯉隷如尾ン
（J・W．Cronin）氏の‘IHist6ry‘of　the　N㏄

1P幣19561吻漉ゲ「が掲載さ・れており？・

まずこφ翻訳から始まった。次第にこの目
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録のズを一ルめ大きさに圧倒されながら思

？たこ、と馬躰で硝齢よ磁＋館が、

購不Yているごζも考えあわせ！，・1宝の持

、．湿れ’どならないよ．うに，この目録を使い

こなすために1ぜび内容と実際の使い方を

紹介したいということだった。そのために‘

第1章ぽこのこと．総卿とおし、て・e常Q

、レフ・・ンンスヴ口証に凝る図書館員

・め利叩のtEめに，きわめて実際的な内容と

した6

　．とζちでこめ目録を研究していく過程

で，’ A900冊近くにも及ぶ全体の総合目録に

収録され讃桝ゆように耳蝶され・
たのかという点が興味とも疑問とも』なって

われおれの心に拡がっていった．・・噸の勉1

強不足がこと．で痛みとなつ1たがt．ζれまで

の恐恐四四冠りに・’L9を帖
としてその収集の歴史を∫ひもといてみたp

lこ一のところを第H章で扱った・1

鞭め紛鴫第1章を補導味で4
・叶テ沃備文を・Mq・S・11轡・り騨’

許可を得て掲載した6　1／、

第’1章t煤@Na㌻io4al’　Unioh¢髄a夏og

　一その歴史と利用についで一

1．”NUC・P擁71956の成立．

・▽N漉ρ廊♂の加：Catdlog，　Pre－1956

加」クτ勿齢・（以下NUC　Pre－1956．．と略）が

1「

A8興砺きれ始あ蠣吻あ讐
＠α舵吻（v；40’，　n．・2，ユ97014）の書評欄で

シカ』u大台図書館のR．　W．Sod6rlan4’氏

　は，冒頭つぎみよ．うに述べている。「こめ

二魎ガンチ・ゆ如き論曜こま禰眼
するであろうか・1．まさに苓め目録はガγ乏・

1ユ．盾ﾅある。約10年後61Q冊が完結すれぽ，

米薗嚢よぴ涛ナダの70σ館以上の函書館が

所蔵す旧約1千万タイトル（版も含む）を収’

録し，各資料の所在を明らかにする……」6

　「木目録は，この：よう匠議会図書館（以下

LCと略）』を中核とする北米の主要な図書

館臓資料囎合目鎌あり，全巻そろえ

・ば，資料の所在要：求み80％以上は応じるこ

とが可能になると言われてい．る。そしてこ

、れが図書館協力の最大のト1g　一一ルとなり，

図書館網を拡大し1情報サービスを前進さ・

せる上で新だなトゥールを生みだすととは

．否牢すべくもなし〉。利用考にとつ、てL一一世

界各国の図書館員，「 w者，調査員にとって・

も，これほど有効な資料が他に考えられ．る’

だろうか。’

　その規模や取録内容など塑ら言えばかな．

り異なるかも知れないが，わが国で一昨年

「完緯た嘩繍録』（全8巻岩波書
．．’ X）が，われわれ図書館員のみならず，’各

方面之及ぼした功績の大きさにもたとえら．

れよう。

　NUC．　Pre－1956は年忌約60冊のペー「

スで刊行が続けられ，．1973年末現在で304

冊‘（v．53－56は未完）に達しているが，早

　くも多方面でそ．O威力を発揮しつつある。’

現に，「． 槙ﾙQ窓口で問合おせを受けている．

棟神の黙と．しても・、．V’拗る1記法

調べる場命ζ絃では主に！・i・iSh　Mu－

　seum（以下B；M、と略）やしCの蔵書目録に

　頼ってきたが，本目録のおかげできらにも

　う一つり弾力なレファ、レγ客・トゥーノヒを

　得たことになる。．

　総合貝録の始京り

N叩君・・』エ95βの成立は・・95・・68年

LCの整理部長を勤めジ中心的役割を果た

したク廿一二ソ営め論文（“History．6f亡h6．

晦彦伽Z碗吻砺4・島孕r二1P56’
，　lhip’　rin．　ls’一’＝L’一一　Prospectus　for．　’the　NUC
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　Pre－1956，　1967，　Mansell　lnforMation／

　Pub．所収）に詳しく，本稿の最後に訳出

・したので参照して頂きたい6

　　アメリカにおける総合目録は，・1901年L

　Cが印刷カードを館外頒布した時から始ま

　・る。L℃は，．自館の印刷力乙ドを，ポスト

　ン公共図書館，バー六一ド大学，ジョン・

　クレラー，＝i一ヨーク公共図書館などを

　含む主要な大図書館に寄託セッ‘トとしてお

　き，．交線にそれらり図書館の＃　・一ドを収集』

　Pた。「』少し遅れて帯ユーベリー図書館，．

イリノイ・シカゴ両大学図書館なども加わ．、

　り，、1926年までに総合目録カードは約2QO・

万枚に達した。

　　そめ後7より包括的な総合自判を求φる

要求が亮まり，アメリ勲図書館協会（以下「

，A　L’A’ ﾆ略）を通じて’ジ・ン・　Pl。クフh

ラー一．・ジュニアから1927＝32年たかけて総’

、計25万ド花め寄付金を得glr，　・さらに積極的

な拡大にのりだした6こ乳は「売ジ。・ク

トB」．として運営さ流，この5年間で634

方以上ものか下が収集された。

曲解は，この総合瞼の維持やサL
ビネにあたる専任の職員はおらず，主とし

てLρのカダ・一ガーが利用しt。　rdとどま

．ってYNたが；．「プPtジ土．クドB」・’によって‘

・総合戸録力・一，・　，　F’　1＊大巾に増加、し，1932年総．

合炉内の設立とならた。’

縮1932・43年にかけ一（．は，前の蜘に

比べて予算が灘少し準が，合計335方以上．

のカードが増加した。

　1943年以降は，’クリーブランドとブ辱ジ

デルフィデの地域総合目録を加え，さ』 dご
他の連邦図書館，エール大学，ノース・． K
．道ラ．イナ，の総合自判，’カリフ牙ノ9ニア大学

斥ども含められ，次第に拓の内容を豊富に．

㌣・．今や・ユ・600万棚上のカーF“　tzこ達し，

1アメリカにおける学術図書館の宝庫・とな

った。

　．LC蔵書目録の刊行と総合目録への発展

　　’方1901年以来うしCのカrド目録は国

内め腰湯鰍1・・肚に謝る）に寄
託セットとし’囁藍tされ続けてきたが，．、そ’

れちの目録はその場所でしか利用できず，、・．

　もっと広く提供する必要があらたδまた1’

’各館側でも増加する一1方6｛）LCのカ・一L・・F’を

維持管理するにはかなりの費用を要す6よ

　うになった。1

　　こうした事情から，1941年，学術図書館・

協会（Ass6ciation　o．f　Research　Libraries：

場下ARLと略）はしCの印刷カー・ド目録

を冊子体で刊行するこ’ Sを提唱し，’その援・

助の．も1とに？いに均46年，4Catalbg「of

－Boofes　Represente4　，by’LibTary　of　Con一’　．．

gre∬P励・・d．c・協恥…伽幼3エP

エ9ヂ2！i67　vols・）が完薩したQ収録：され

準カードは約190万枚だった6ASup妙le一

’ment　：’　Cards　lssuea　August　’1，　1942一・

・ρ・吻螂1・4卿が続いて194潮，、

行された。そして1947年、1月からは，LC

が収集した資料の目録として，Cumula・．

tive　Catalog　of　Library　of，　Congrizss　’

Printed　Car4Sが刊行され始めた。ここ

までが第一の大きなステップであった。

　‘？ぎの飛躍は1956年1月に訪れた。この

時慮かb・1956年以降刊行のものについて．I

L　C．CDra書以外に他の北米李下館が収集・

報告してきた．資料のタイトルと所在を含’

めることになり，．題名もThe　Z＞三三η認

Unton　Catalog：　A　Cumztlative　Adrthor

List（以下’NUCと略）と貼った。収集，

目録相互貸借，レフアレン不活動など多

くの点でこの．2＞UCが菓たす役割は大ぎ

く1各館の反響は非常に高かっ牟。、

　こうpて1956年以降刊行の資料について

@3・



は軌道にのる運びとなり，残るはしCに蓄

積された1955年までのカ・一・・ド目録の問題と

なった。’A：LAの全国総合目録小委員会

は，これを刊行する方法を追求した。その

ee‘一歩として1952－55年の部分が実験的に

刊行されたく1961）が，巨大なカードを蔵

する初期にまでさかのぼらせるには，多く

の編集上，技術上，経済上の困難があっ

た。

　幸いなことに，BMの蔵書目録刊行の実

績をもつイギリスのMansell社がこれを

引き受けることに決った。空白や余分な部

分を除く傘自の写真複写技術によって・全

体のスペースの約％の量が節約ができるこ

とになり，また同社は，LCで行なわれる

編集作業の資金確保にも応じ，月間5冊刊

行という態勢がとられた。

　1968年アメリカ図書館界の念願が実って

いよいよここに1955年までの部分が刊行

され始めた。クローニン氏の言葉を引用す

LCの蔵書目録（冊子体）と：NUCの関係 LCのみ．　　　NUC　｝

1940 1950 1960 1970

1898－1942　1942－47　1948－52
　（167v）　（42v）　（24v）
　　　1946　1948　1953

（地図および地図帳を含む〉　　・

1952－55
，（30v）

　　1961

．1953－57

（28　v　）

1958

1958－62　1963－67
（1956）
　　　　　　（72　v　）

（54　v　）

　1962　1969

以後毎年累
積版
月刊9回
季刊3回

件名

映画，フィルム
、ストリップ

Pre－1956　一

（610vの予定）
，　1968一一

1956－67
（125　v　）

1970－72

1968－72　s
（128　v　）

　　1973rv

195Q－54r　1955－59　1960－64　1965k69
　　　　　　　　　　　　　　　　　（42　v　）　（20v）　（22v）　（25v）

以降年間
累積版・

季刊3回

1948－52
（v．24）・

　に収録、

，1953－57
（v．28）

　に収録

　1958－62
（’　v　．　53，　54）

　　に収録

1963－67
　（2　v）

累
刊

問
即

急
・
．

降
版
回

以
積
3

音　盤・楽　譜

＃　本

“

マイクロフィルム

1953－57
（v．27）

・に収録

1958－62　1963r67
（v．51，52）　・　（3v）・

　　に収録

累
年
〆

三
半
．

年
・

降
版
回

以
積
1

1959－61

　　1962
　　　1963－64

以降年間累積版

1968”’””一r－r“r”一“’

　　年間累積版
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れば・・「まぎれもなくLCg）167年の歴史上

最も大規模な書誌計画であり，そして印刷

史上最季量の多い冊子目録であることも確

かである」。

2．LCの回書目録（冊子体）との関係

　すでに明かなように，NUC’．Pre－1956

には，「 FLCの蔵書（印刷力」貢嘆ざれたも

め（1）〉．と，数理の北米図書館から報告され

㊧資料が収録されてし、る。これらの図書館

め中，シ斌・・一・・一甘，エ・・一一ルの各大

学図書館，ジョン・クレラー図書館ゴ出ユ

ーヨーク公共図書館の蔵書はほとんど網羅

的に報告されているが，その他の場合は多

く選択的である（初期の頃は特にそうであ

る）。

　な事，：LCの蔵書に関しては前述のごと

く著者名を中心に蔵書目録が数回にわたっ

て刊行されたが，1956年以降はNひCに引

ぎつがれている。左図に，LCの蔵書目録

ζNUCとの関係を示したが，　NσC　Pプ6二

4955はこれまでのしC蔵書目録をすべて

（特殊なものを除い（），またNUC　1952」

55事よびNUC・1953－57をも代替する
ことにな1る（2）。・

　注
（1）LCの事務用目録に印励力“L一・ドでなく）’手

　書きのカードで入っ℃いる資料も2i＞るが，ζ

　れらは本目録には収録されていない。・

②　NUCに入っていない音盤・‘映画・7イル

　ムストリップなどの所蔵目録，および件名目

　録その他は別に刊行されている。

3　NUC　Pr¢「エ956の利用

　NひひP陀一1956を実際に使うには，そ

の収録内容，』範犀，各記述内容などを十分

知る必要がある。第1巻にある““lntroduc一

tion・　to　the　National　Union　Catalogs

Pre－1956　JmPrints”の部分を参照して

本目録の枠組みを追ってみたい。細部にわ

たってかなり詳レく説明されており，‘ここ

にそめ要約を紹介した。

　　収録について

　　期間　1955年までに印刷された（写本の．

場合ぽ書かれた）資料を収録。そしてこの

期間のもとで各巻の刊行12ヵ油溝までに報

告された携合はすべて収録6なお収録期限

後砕報告されたものや，．記入の変更改訂

および所在の追加などを含めた補遺版が後

ほど刊行される必定である6

　資料形態　図書，冊子，地図および地図

帳，楽譜類。定期刊行物，その他逐刊類

は，：LCの目録にある場合か，他館から報

告があった場合にのみ収録。・Union　List、

of，　Serials，　New　Serial　Tltles，　List’of

the　Serial　Publicat2’ons　of　For’eigit

Gowernme4c　181521931，　lnternationdl　．

Congress’　ahd　’Conferlences　1840L1937

およびAmerican　Netvspapers’1821L

．1936などの各総合目録があったのでs逐

刊資料の報告ぽ系統的でなく，主要図書館

の逐刊資料を網羅しているとは言えない。』．

加吻血・ヅ8・翻・にないものや∫そ、
の後Q追加所在は本目録でわかる場合もあ・

「る・写本嫡皿・N・伽・Z碗・n・C・t・1・9

0f　ManuscriPt　Co漉0診乞0濤があるが，・個

別に報告があった場合は収録。．

　音盤，映画，フィルみストリップ，盲人

用図書（三三図書など）．は，、勲C印刷カー

ドや適適q）報告の有無に関係なく除外6”修

士論文も一般的には含まれないdただし1、

LC印刷力ごド，国立医学図書館のカード

があるもの，・販売用マイクPフィルムにな

っているものは例外的に含む。またハ畠バ

一5



rド大学の名誉学位用論文は特に収録。「

誰ラテ波字の芦認ギリツ・語あ．

・6い1岬二癖で印刷獣曙山繭た’SQt』

を収録。シリル語，アラビア語，「ヘブライ

：語；中国語，目詰誰朝鮮語）・・謬言インド、

籍綿「そめ腓芳細字の酬1ま・翻
字やP一マ字化の関係上，・LC印刷カード・

があ為場合のみ含む。そし℃これらρ言語

、1の総合目録力、巨ドは別だてリブァイルにな

、？ている⑱で，普通LC場外の所在は示ざ∫

れていない’。各部門の総合目録の刊行が望

ま．黷驍ｪ，．シ．リル文字の部分にマイク戸デ

H’．y．　“．ぐすでに刊行されて野る．くqソプ躍ピ6

砺・タZ．砺・Z・3・ヅψ・μ∂・の・f．’C・n－

g－ess：　N．Y．，　ReadeX／Microprint　Cbrpo一

．　ration　1963）o’

　．言己～1．1こつし、て

基綿入源則℃それに必琴鯵照と
．：副串記入がある。纏9性と・r貫性をもたせ

る嫡・そしで同「焼物の所在ぽ一つの

．目録記述の下tle　，，また同r著者の作品坐す

＝べて同p記入のもとに奪とめてあるので，

噸糟濡してい磯関で岬入歯式ガ㍉
‘本画論な碍鋳あ．り1うる・・1利鴨

帯雌蕊の罫轟けた鴎郷で起
・硝嘩臥滴ればならない・t．t

　．基本記入，副出記入の形式を判まと、んどA

LA目録規則’（1949）』：に準じてい「る。．1967

：年の新セ恥英米甲録無毒（4π9夢A・彫循．

r曜9吻璽・9・Rψ汐）に嫡記入を擦
ド月．しζいるゐは・毒⑳幸階カミ締式であ．一

つた場合に限り・，1 ﾌれそれ旧形式から参照．「

を付す。、
c）1

　・i館が新しい目録規則で幸艮告∫じ沁ζして

　も，一1すでにそれまで嗜著考：（または書名）．

記入があるものは，新しいタイ．トルも版も

所往もすべてその旧形式のも・≧に加えちれ

る。’

　すべての記入はALA・り規則を基準に

し，そして同一著者の作品はrつの記入にtt

まとあるよう国力されているが，「人の著

者が複数の変名をもつことがあるし，各館

での．目録のとり方が異っている場合もあ

る。ま、た同一規則に従っでいても著者の名

前のうつしまちがいもあるので，同じ作品

または同じ著者の作品で出るにもかかわら・

ず別の記入になっていることもある。楽譜

は，その慣用名ではなく標題紙にあるタイ・

　トルのアルファベット順である。・

　同姓同名の著者は，一般的に生没年，職

業で区別する。1しかし各著者IZ　1タイトル

ずつしかなく，・しかも区別の方法がないと

き峠，記入は各タイトルのアルフナベッレ

tt順。

　基本記入　数百の図書館が百年以上にわ．

たって目録化したものなので，同P作品の、

基本記入でも非常に異1るこ≧がある。同

・じものに対して二つ以上の異なった記入が

寄る乏きは・原則的にLρの形式をとる。、
．　L－ci早jEe入力1な嘩は・r邸Aの目録糊

（1949）に準ずるど思考）れる「ものを採嗣げ．

あくまでも報告館の記入形式を尊重した’

が，．上述の目録規則にそわないことが；．記「

入そのものからも，他の目録記述からも明

ちかな場合は，その基棉入を変更した9

例えば，件名を標目どLk追憶悉無著者．

名の書誌，…琴術察の著作目雛たは展覧会

’晦で蔀家を欄と晒もの・．系甲で家．

名を標目とyたもの，、記念論文集で被記念、

考を標目としたもの，地方出版物で地名ま、

たは歴史的事件を標目としたものなど。同

一資料に対し，溢出．O解釈の相異かち記入

がおかれた場合は，編集者の選択を優先し．

たが，他の詞入からの参照を付す・．．・．．、、、

　元来ほ非ラテン字の名前をもつ著者によ1

6．



　るラテン字の資料について，著者記入はそ

の著者名が原語形で確立していない限りぞ

ρ資料にあるとおりである。東洋のまたは

シ、リル文字でi奉おす著者のラテン字による

学位論文の数は非常に多いが，それらも論

文に黍記されてし．・るとおりの綴りで収録。

　著者（個人またぽ共同）．または書名記ズ

g）各グ＞V　Lプで最初の記入は完全な形をど

　る焼その後嫡簡略！tすうこζがある（例1

‘嵐・名前ρ三郷した．り・搬年を雀
略）。

　　モノグラフ・沙一ズなどの扱いは一一一t定

してし・勧・シリーズ名でまと翠記入だ

ゆのもの，：または分野記入によるも、のもあ

為。利用者はまず各分冊の記入で検索し，

伸がらシリーズ名卿入で探す方がよ、

．、い。　　　　　　　　・℃

　抜刷，頁分出などQカいドも鞭告された

ものgま収en　しているが，一定ではない。

　逐判物には問題がいろいちある。多くの

図書館ではAL今q）影回に従？て最新の誌

：名：をとる零p，出版時の誌名で記入してい

奄謙燐口減わ力点’蹄律
．：竈牌傘・．「下名から‘聯”・．参照鮒’

むおか飛騨餌鮪の鯨で南
る・や線一剛欄r唯以kQ記入1
をまねぐごζもあ6’6・誌恩遇更後のものが．

1LCで欠号ρ際は碑鰹ら幸臣を蜘た
噺誌名とLC炉ゆ旧誌名と．を関連づけ

るため“・ee　・1・q乳’面す・ttt．．

　則出記7㌧副出皐木があうのは1①共

著・・二一の場創②琳記入は実際の著者．

のもとになっているが，、作者不明ζなって「

いる書名r③基本記入がどちらにもとり毎

る場合に対してである。、

　L¢印刷カードの副出記入は，ζれまで

規則的に総合目録カー縦くみこまれてき

たのでジ本目録の編集にあたっ；（イ些々のケ、

一スを石振るこ：とはしなか？た・他餌のカ

ードレかな幡9に対して嬬なる多く．そ

うした副出記入を与えるよ1 ､にしてある。

　参照・“See”とf‘see　also”・の二通りが、

ある。“see”は，利用者が探している同国

は本目録では使用されず，参照先をみよ．と

y’1ことを示す。‘tsee　also”は，’探もてし、

る記入の他にも関連した資料があることを

示す。珂え嫉，’あQ機関名が変って，そめ

名前を探す場合とふ，．記入が旧形式のまま

でそれを使．5には制陳がある場合（：ドィッ

の櫛‘St・assb戸・g’甦る時期までしか

用いられず，それ以後は‘Straゆb毒g’）。

版次刷こ？～’で

　同一タイトルの別の版，別の刷は，別記

入である。同じタイトルでも，1出版者，出

原地，刊感力1異なる場合は別刷ξみなす。「tt

しかし，従来LCの印刷カードは各席旺の区、

別炉なか6牟。・心心と串版者が違う以外；tt

録細め目録ヵ」ドの細述と同じi宅料をち．L二

qρ和Zθ5ノリプZ）es・criPtive：’Catdl・ging

（1949）．．3・填の規則に従って第二（離．

聯旱つ複牟紘された・・かドには
複本表示がないのでLcでにカード以外の「

、刷を所蔵していることもあるし，また他館

ρカードにL¢の所在表示がなぐても，L

C．がそれを所蔵している場合もある。同様

なことは他館にも言えるかも知れない。

願煉物およびフ・．ク渥リ腹

　について

　写真穫製物（マイク．P．フィ’ルム，∀イク

哲カード，マイクPプリン下，マイクPtフ’

・・シ9・フ・下スタ夢汗レクF’・？・x

タティックプリントなど）．は，原木とは別

、の報告になつ9いるカ㍉、原本の出版年で7．

アイルp．逆に印刷されたアプクジミ．リ版

，7　一



は1別の版どみなし脚本ではなく．・7・

クシミリの出版年で2アイルされている。

　写真複製物は，・Nαtional　Rθ9泣8rげ

Microプilm　Masters（LC刊）にもりズト、

ナッ、プされているので，ある特定のもめを

マイクPtフィルムで入手できるかどうかが層

：わかる。、・

　記述お」；ρ1件名に？いて

　総合目録のが画ま，非常に詳しい完ぺ

きなカ」ドからゴ著者の姓と簡単な書名だ

けの、カr官まで千差万別である。本目録に

収録したカードは最も詳しいもみである。

何枚かのカードからマスターカードに必要

な書誌的事項を移しかえる時，・役立ちそう・

なもの，価値あるものはすべて採録してあ『

る。貴重書に関tては，記述上の差異があ

れば収録し，シリL’ズや学位論文の注記も

同様である6

　L（）以外のカL．ドは件名や三三記入の一ト

シーシンゲが無いゐが多い。トレ・一シング

ぷあるものぼそのままのぜたが，』LCでも

≒般的にも使われていないものがあ．る。L，，・

C印刷カード．にある件名標目や御出記入

？tl，　’カード作成当時のもめと現在のもの「と

「．は異っている。・、

　‘‘Bouhd　with”の注記や限定版の数など

あれば，「そのまま収録。．

　　　分類について

　　　LC、カードにあうLC爾類．とデieイの

　　．十進分類はそのまま再ee。，旧館ρカードの

　　分類と請求記号も同様である。．野瀬が用い

。蜘爾繍・LCの頒馳方で帆1
　　採用したものが多V“o’

識別のための表示

、各基本記入にほ独自の識別表示がある

（副出記入や参照にはなyう。カードの左下

にあって次のとおりである。

例：NAOO10916－」，一（1》NUCを表わす
　・（1）　（2）　一（3）

②基本記入の頭文字　（3）そり頭文字内での

し連番号。従ってAの基本記入は，NA

oooooolから，　BはNBooOooo1から始ま’

る。その数字が≧んでいることもあるが，

一層番号としては連続、している。

　なお，この識別表示が．Standard　Book

Numbers（SBN）が導入される以前の資

料に対し，その代替となることが望まれ

る。

　、LCカード番号は右下にあり，印刷カー

ドの注文に利用される。本目録中の記入順

序とは全く無関係で，・上に述べた識別表示

のように，・ある記入を探すトゥールとして

は利用できない。

　所；在について

　識別表示⑱つぎにアルラァベットの組み

．合わせ記号（各機関のシンボル）があり，．

これがデメリカ合衆国およびカナダでめ所

在機関を示す。アメリカの場合，まずその

機関がある州，つぎに普通は市，三番目に

所在機関名を表わすシンボルが続く。カナ

ダの場合，最初の二文字は必らずca，続

、いで，地方，機関名の順であるti　・

　DLC－P4の記号は，　L　GでPriority　4

扱いの資料（3）を意味する。．これは，完全整

’理され；近い将来印刷カード化される見込

みのない資料だが，’利用はできるQ

　プ殻的に本目録にそこのカードを採用し

た図書館名が，筆頭にくる。，

　ひんばλ、に利用されるシンボルとその完

全な機関名は，各巻の見返り直ににある6、

全シンボルQ完全に近いリストは，本目録

の別冊List　of　SNmbols．およびLC刊の

SPtmbols　Used勿the　NUC　of　LCの最．．

一一　8’



’t　’

新塚でわか6・なお・NσC爾一1ρ56の

第200巻にもそのリスト（第10版）ぷ収録

きれている（4）。

　多数巻のもの，雑誌，オ’一プン記入のも

のなど，報告館が必らずしもその完全セッ

トを所蔵しているとは撃ちない。希望の巻

号を所蔵するかどうかは各館に問合わぜ

る。．

　ペンシル犬ニア総合目録の場合，時々特

殊な官ケ哨ションがある。PPUL（）のシン

ボルがあって他の所在記号がないときは，

’直接たずねる。

　シアトルのPacifi6　Bibliographic．Ce11－

ter　（WaSB）や，デンバーのBibliograph－

ical　Center　for　Rese4rch，　Rocky　Moun一　’

tain　Regioh，　Inc．（CoDB）も，一応すべ

ての報告を寄せている．が，各タイトルを所、

蔵している館は別にリストされている。

Cleveland　Regiohal　Union　Catolog　’ ﾌ報
告は選択的である6

　国際連合；国際連盟ダ合衆国二二および．・

州資料の報告は一定していない。1従って国

、際連合と合衆国の資料は，一般的に寄託図

蔀で探す輝よい・国連の寄託XZ館一
覧は，、』Consoli’da云ed　List’of　D（ipositor5／

L乃鋤・ゴ83伽4Sales　’Agents伽40雌665

’of　．ihe　United・IYations　and　Specializ’ed．．

・・Ag・n・ieS（嘩図書鱒1）冶衆妊め方嫡・．

Monthlov　Catalog　of　U．　S．　Goz，ernment

：Pttblicationsの毎年9月号でわかる。．州の

資料は，普通LC，シカナのC・hte・f・・

Research　Librariesおよび州立図書館，ま

たは刊行機関が所蔵する。1国際連盟の多く

の資料は，ニューヨ■一一・・ク市のW♂ウィルソ

ン記念図書館が所蔵している。

　本目録に所在が示されていても．s必らず’

しもそめ資料を図書館間貸出しで利用でき

るとは限らない。多くの図書館では，貸出

9

資料に制限を設けている場合がある（貴重

書，、破損し易いもの，参考資料，定期刊行

物など）。写真複製による入手にも，各館

で，また資料形態で異なる。資料の入手に

関レての問合わせは該当の各館に直i接行な

う。

　注　　　tt”

（3）LCの整理区分で，いわゆる簡略整理され

　るもの。例えば，外国語の資料でスポーツや

1ゲームに関するもの，高校程度以下の教科書一

　などはこれにあたる。

（4）』この巻は特に目立ち易いように，他の緑っ

　ぽい表紙とは別に茶色の表紙で区別してあ

　る。

4NUC　1956－67および

それ以降の累積版

　これ鼠でみてきたように，NUC　Pre二

1956の刊行によって1955年までに刊行さ

』れた資料については，LCの数回にわたる

蔵書目録を追う必要ななくなり，またしC’

のみならず全米・男ナダの700以上におよ・

ぶ諸機関の所在をより簡単に知るごとが可

能になった。

　1956年以降に関しては，LCが収集しだ

資料に各館から報告された資料を加え、た

、NUCが刊行され（月刊9回，季刊3回，1

年刊，5年刊，および追加所在のリスト

Register　of　Adaitional　Locations），　liEl

在までに1958一ユ962および1963－67の5年

間の累積版がある（5）。これをまとあ「て先の

NUC　Pre　L1956に続け，より一元的な目

「録とし七刊行したのが，NUCエ956－67

で，．’Pre－1956と同Uく非常に有効なヒラ

ァヒンス・トゥ「ルであるg「すでに全125

巻が完結し，この期間に発行された資料

は，アメリカ国内のみならず世界各国の資・．



料を含φて非常に多くをこの目録で既記．

し，あわせてそれらの所在を確認できるよ’

5’・になった9　1、’t

　・NUC．1956r67は，ほ’とんどPreT19．

56．．の形式と同．Vであるが，い、くつかその

特徽をひろってみよう，

　　こ明鍮こある資料の識別表示はつぎの

ζ籾であるr例R謡02響十（1）
出版社のRowman・and　Little丘eld．を表．、

わす　（2）基本記入の頭文字　（3）→連番号。

　Nθρ郷3－67r！r論告所在を示す
Registqr　of・Adde4　Lobαtiohs　h　l　・8冊もあ

・掲恥w甲・・一ah“平itt・丘・ld社鱒こ．

、れを光学的およびコンピュ三二処理によ？

’てアル7．・悩噸の誠にし・1tそ嚇、

果，追加ρ所在をを㊥記入がある巻に収録．

聴牟・各説砺在の櫛r☆印硫号カミ’

：南楓．そ痢入鎚蜥在があるこ．とを

示し，各巻末にその「覧が収録されていゴ

や・嘩鞭の四ボ1脚96♀年蘇訂さμ』、

tF　SのであQ．q　　　　・・　　　　，

　なお・’．続いて次O，累積版1968τ72（128

無識講銘1壽Ed畔社．

　ζゆ面詰の目引・は・次章でふれる
ご≧ぐ・、第二次世界禾戦後∴ア、ア79．シト

》諦PL4時欝鞘激ゆ3計
画㌍基づレ｝て有効冷涼？積極的1『収集され

、、準資料Q記録が現わPt’f’くる・－特に高等塾、

．育法獣るNpAC・（Nqti・n・1　P・・9；am

　　　　　　　　　　　　　　ほセ・f・r「 CA・q・i・i‘i・n・q・d・Cat・lggl⑲計画に、．．，

より揖界各国で題趣燦糖跡的「・
、見惣こ立って馬¢聖心に羅的に収集

す牟と喩り，こζに点てNuq騨
』．なるヅ国家ρ緯合目録ζいうよりは全障界

4）月録（Universal　．　Catalo’9）．にな6たと・、

’言え、」；　う・o．

　注’「

（5）実際の内容は1956－62。

15総合目録サービスについて

　レ。に蓄積された総合目録のガード（含・

まれている図書館の数は現在1，10Q以上に

も達する）およびこれまで刊行されている

．各冊子目録をト一一ル心して；広汎な図書

鰍7麻体制がし碑ているρミ・．これら

、のサrビスを有効にそして円滑に行なうた

め，LCから利用者に対し小冊子のマニ

ュアル．The　Natio　n41　Union　Catalo＆

，Refe．rence　and．　Reldtea，　Sedivice　（1973i

33p）が刊行されている。

　これは，・（1）全米総合目録に関する全体的

説呪（2）文書テ殉クスなどによ．る問い’

合わせの際の指示，（3点本的な検索資料一’

覧，（4）NUC　Pre一エ956の所蔵機関の大

濠ス・・（5博士瓢修士論文嘩、
鯨書館の所蔵資料N・gi・n・1　Techpi6・1

1nfgrmatign　service（NTIs）の資料・外揚‘

の調査資料の翻訳文献および政府刊行物の

入手方法・（6険索資料の頭文字語一覧，にわ

かれ非常に細かい指示が与えちれている6

　．総合目録に関する業務は，これま．でほど・

んど総合目録部で行なわれてぎたが，1970

年7月に廃止になり，現在は各部局に移っ

’・ている。所在および書論飾事項！こ関すう』

レファル’ンス・サ「ビろ・はGeエ1era1　Refer－

ence　and　Bibliography　Division，中でも’

Union　Catalog　．Reier6nce　Upit．　（UCRU）

がその中心とならている。こζで電話，文

書，テレック系などによる依頼に応じてい

るが，マごユアルに零れば，問合わせる前

に必らず（3）に挙げられているような既刊Q

目録類，その他の資料を検索するよう求め

ている。t1ﾁにNUC　P7？一1956を所蔵しtt
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ていない機関は既刊分の範囲内であれば，

まず州や地方の指定のセンターに問合わせ

ることを必要とする（『）。

　文書による依頼は，一定のフォーム・レ

ター（LC74－68）を用いるが，この裏面

には114種に及ぶ基本的な検索資料の一覧

があり，事前に調査した資料の範囲が一目

でわかるようになっている。

　こうした予備調査をしていない依頼は，

そのまま回答をつけないで返送されること

もある。’　　　　”
　なお，UCRUでは，　L　Cの総合目録のト

ゥールで所在がわからなかった資料につい

て，Week！y　List　of’〔乃zlocαted　Research

Booksを主要な75の図書館に送って，’これ

らの機関でさらに検索するよう求めてい

る。

　注

（6）1955年までの資料で，NUC　Pre－1956が

　刊行されていない部分は，LCの総合目録力

こドに頼らざるをえない。

そして総：合目録との関係について若干ふれ

ることにしたい。

　：LCを始めとして，米国（含カナダ）の

図書館，研究機関で所蔵する外国出版物の

収集は，主に外国との出版物の交換協定に

よるものと，第2次世界大戦中より現在に

至るまで大学，学術図書館および歴史を持

つ大濠模な公共図書館等の協力によ喬積極

的な学術書収集方法を中心紀調K七みた。「

これら資料収集における図書館相互協力体

制とLCゐ中央目録作業および相互貸借制

度の確立が三つ巴となって行なわれている

ことに，われわれは深い羨望を禁じえない

と同時に，日本の図書館界にもその時期の

早くきたらんことを願ってやまない。

　いま，短い誌面で米国における出版物収

集についてその全貌はとても紹介しえな

い。すで．に各国の回書館関係誌にも論文が

のり，また我々の先輩諸氏によっても紹介，

されている部分も多い。我々が参考にしだ

これら文献の併読をお願いしたい。

1　米薗国内出版物の収集

．第誌面’珊tlonal　l　PnlOn　CatalQ9

　　　「資料収集の背景一

　NUC　？re－1956が刊行され，この雁大

な目録の歴史を調べているうちに，この中

に並んでいる一冊’冊の図書がどのように

収集されてきたのか，乏いういわば目録背．

；景ともいうべきものをもびもとく結果にな

ってしまった。

　米国出版物については，著作権登録によ

りしCの著作権局に納本される民間出版物

と，納本義務を法律で規定した政府刊行物

がその大部分を占めている。著作権法と月

録の関係，政府刊行物の歴史とその組織，

　著作権法による畏間出版物の納本

　米嗣で出版される民間出版物そり他は著

作権法第13条（U，S．　Code；Tii　le　17’

Copa－ights，　Chapter　1－13）「発行後にお

ける著作物の納入」によってLCに納めら

れる。

　　「著作権を確保したのち，すみやかに

　著作権局もしくは著作権局長にあて郵便

　で，発行した著作物の最良の版の完全な

　もの2部，まkは，著作者が外国の国民

　であって，外国で発行された著作物のば

　あいには，当該外国で発行された最良の

　版の完全なもの1部を納入しなければな

　らない。著作物が図書または，定期刊行

一　11　．・



　物の場合には，この法律の第16条のrEロ

　刷手段」にしたがって出版されたもので

　．なけれぽならない。著作物が定期刊行物

　へ寄稿された場合，その寄稿されたもの

　に対して特別の登録が要求されるとぎ

　に，この寄稿されたものを掲載した号の

　1部を納本すればよい6……」（7）

　著作権の対象は，図書，定期刊行物（新

聞を含む），地心講義・説教・演説の他

全部で13項目がきめられている（8）。

　このように民間出版物は，著作権局への

・著作権登録と納本義務の法的仕組で自動的

にLCに収集され，その記録がファイルさ

れ，同時に目録化されて蔵書となるd

　注

（7）土井輝生『インテレクチュアル　プPパテ

　ィ』を参考にしだ。　　　　　　，

（8）著作権法第5条。

　t．著作権法制定の歴史と著作権目録

　著作権法は1710年英国本土で制定され，

これが米国大陸ゐ植民地にも適用されたの㌧

が実際の始まり「とされている。本国からの

独立をなしとげたのちには，1783年コネテ

h幻ット州の著作権法制定を始めとして次

々に各州が同様の法律を制定するに至っ

’た。その後1787年に合衆国憲法が制定され

て，・州から連邦議会へ権限が移り，このも

とで1790年皐初め合衆国著作権法炉制定さ、

れた。この法律では，図書を出版する前に

地方裁判所にタイトルの登録が要求され，「

出版後に現物を国務長官あてに納本するよ

う決められていた。

　1846年にSmithsonian　Institutionが創

設されると同時にこれまでの国務長官べの　’

綿本に加えて著作物の1部fr　Smithsonian

IIlstitutiqnへ，1部はLCへと決められた。

これ1まSmithsonian　LibrarYの館長に任

命されたジュエ，ット（C．C．　Jewett）が著

作権出版物の納本により完全な全国書誌を

つくる構想をもっていたからであるd一方

Smithsonian　Institutionの所長であるヘ

ンリー一（J．Henry）は，ジュエッF在職中

の著作権出版物の納本等で受入れた蔵書に

かなり重荷を感じていた矢先，・Smithsoni－

an　Institutionが火；事に見舞われた。1864

年LC館長に就任したスポホード（A．R．

Spofford）は国の図書館としての抱負と強

い要請とで1865年3月2日，3日議会会期

最終段階で著作権法改正を提案し，二つ

、の新しい法案を制定させた。一つはSmith－

sonian　Libraryにある蔵書をLCに移す

ために書庫を倍近くに拡張する予算を通過

させたこと。もう一つはしCが著作権を有

するものの納本受領者となることであっ

た。ここに至って国立図書館のために著作

権法による系統的，自動的な資料収集が始

．まったことになり，1865から70年までに飛

躍的に蔵書数がのび，8万2，000’冊から23

万7，000冊となった。さらに1870年7月8，

日の改正で合衆国地方裁判所長からLC館

長にすべての著作権記録と著作庶物の管理

『責任を移した。この当時からの懸案であっ

た著作権目録は1891年の法律によって正式

に刊行が決まり7月1日より週刊で発行さ

れる運びとなった。初号は9ページのパン

7レ・トで・．c・t・1・g・g・　・f　Title－ent・ies

of　Books　and　OtheT　Ar4cles　entered　in，

the　Oj67ce　of　the　Library　of　Congress

at　Washington，　zLnder　the　Coporrig　ht

Law，　from　Ju！y’1　to　Ju！y　11，　1891，

inclusiwe，　Wherein　the　Copyright　has

beqn・　contpleted　by　the　Deposit　of　Two

Copies　in　the　’nffceLという長い書名で，

著作権物の種類で図書，雑誌，作曲，戯曲
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といった主題にわけ，この中をタイ、トル，

三次，冊数，作者の項と著作権所有者の項

の二本立ての記入とした。続く1897年の改

正では，LC新館完成（館長ヤング，　J．R．）

と同時に著作権局もまたしC内に設立さ

れ，．初代局長にソルバーグ「（T・Solbu「g）

が任命され準。ソルバーグは著作権を取得

したものの．目録の再編成をはかり，納本受

入日と登録番号を付け加え，記入は書名の

ABC順とし，著作権所有考から．ひける索

引を付した。このことは，著作権目録を単

なる記録に留めず，図書の受入速報となる

構成へと変えていったものである。

　ソルバーグの業績と印刷カード

　　ソルパーグは著作権局長になる以前，

1876～1889年の間に彼の興味ある分野の

種々の書誌を手がけてbた。1885年には
“Bibliography’ @of　Literary　Property”（9）

を．論敵5加プ5’W品物ヶこのせ，その後単

行本で出版している。またBulletin　bf

盛観∂g勉ρ1妙『o）を出版したり，1897年に

は，international　bibliography構想の演説

をニュLヨニク図書館グラブの会合の席で
tt

sな：い丁現代は図書の敏速かつ完全な記録

、ド嘩て・醗で三思録腰れてい
る。Lh・も新レい図書ばかりでなく，古い

ものにも要求されている。懸れからの時代

は週干if，丹刊，年刊の目録を刊行するだけ『

では足りず，新しい方式による世界の図書

を完全に現代から過去までさかのぼって目

録化するζとである。すなわち，．新刊書の

　目録の定期的刊行と全国出版物目録の作成

への要求が日に臼に強くなっているのであ

る。機械化がこみ大きな計画を可能にし，

国際著作権連合の設立がその完成を可能に

するものである」（11）と述べている。．

　　ソル29・・一グの目録に対すや深∀・関りあい

と情熱が著作権制度のもとに収集されたし

Cの蔵書記録を全国総合目録とする基礎を

つくったといえる。またソルノミーグのこの

考えに，当時まだボストン公共図書館長で

あったプ・ットナム（H：．Putnam）も大いに

賛成の意を表わした。ボウや一（R・R・

Bowker）・も’」「国立図書館として著作権登

録で納本される図書の記録が印刷カー一・ド形、

式で目録化されるべきであり，このカード

の複製が予約図書館に提供されるなら，役

に立つ書誌作成への大きfs＝一・歩となるであ

ろう」（12）と示唆している。

　実藤にLCでは，ボウカー等の指摘して

いる印刷カー「ドの作成とそれを希望する図

書館ぺの配布を準備してし｝た・ユ898年S丹、’

1日付の著作権目録の「図書の部」かち写

しをつくる作業が．目録課で始められた。餌

長はヤングから1899年4月5日38回り若さ

でプヅトナムが離任し，L〈）印刷ガードの

組織的な配布計画を実行に移すためt．政府

印刷局の支部をLCの中に設け，1901年1－t

．月から印刷，配布を開始しk。

　しかしこの時点のLCには函書館としてtt

欠くことができないシェルフリストもな

く，70万の図書と25万のパンフレットが目

録がとられずに放置されていた。そこでプ

ットナムは，これら資料の目録を作成する

ための予算を議会に要求した結果，ほぼ要’

求通りの額がみとめられた。そこで目録課

では，図書，．1パンフレ’ッ5合せて95万を印

刷カー貢化し，・再分類する大仕事をあえて

やり’とげたのである。これがNσCPre－

1ρ56に含まれる印刷カード制度以前め資’

料に相当する，ものと考えられる（13）．。・

　著作権目録の刊行責任は1906年まで財務

省にあったカ1，7月め法改王でLCの著作．

鰯に移逸こ雌契機に・’N・ω5・略・

Catalogue　of’Coptright　Entries　（Week一
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　！y＞ζ改あ，第1部図書，第2部定期刊　　’　n・・8p・387・

s物品3締籍作物画面美術著作　個印刷力〒ド晦らない稽きカード・もあっ、
物，1写真等に編醸し直しk（1♀47年からば・「　ttたよう・℃これらはNUC　Pプθ4956ζは

3・d．s・・i・・と蜘ヒし，．．現Etl・．至る）．・・、　ゆなか・吟・（LC黒田氏からの欄）

会摯憲灘禦19讐暴論縢・c…t・g…’・f・・he　Lib・a・y・・f

懲離離欝欝喰r．r翼獣織繋響器
誕ご猫螺撫翼翼誕：｝・灘欝課犠磁l
L．’eつ㊧聯棚潟。嘩・ジずに恕しまつ謡

講堀講無論資．一∴，無。ツ、＿シ…．
』当職ギ・リ庖フ7ンス・ドイ満らた　，’　 ，F・。ジアム囎鮮轄瞬刊行中止とその

∫聯r騰り鈴糊恥曝？＜Pあ・　・背景をめぐって一（襯・e…9一・？）「1・

ぼてレ舜ζ甑初聯権脚〉砂㍉、層くipし囮

7蝶御’纏いる∵、　　瀟刊行物の徽「
　il　・．　tt．．　　tt．tt：‘ttt　tttt、　tt　民間出版物が著作権法で著作権局への納

蹴慧鵠鵠溜亀濫翫謙糠£璽継よ嘩
v6’p，　ih：Am昼ｩ⑳即試論岬．1．＿’「Lcに栖コ1畔沸rこ騨・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝一一　14　一



　　　　　　　　　　　　f　
　　公用おまび国際交換用に，次にあげる事・

　　項について，・二二きれ，150部を超えな、

　　．』い簿囲で提供される。．

　　　House　documents　and　’teports，

　　　　bound．

　　　Senate　doggments　qnd　repoTts，

　　　　．　b6und’．

　　　Senate　and　House　jo’urnals，　bourid．’

　　　Publiq　bill　and　resoluti6ns．

　　　The　United　States　code　and　suppler

　　　　ments，　beund．’，　’

　　　黒め他，法の権限のもとに，議会φ委

　　員会，省，部，’独立機関，国の機関，委

　　任機関または政府職員の要請により印刷’

　　されるか，あるいは他の方法で再生産さ

　　れるすべての出版物と地図。

　　　ただし，1機密事項，書入用紙・（blank

　　form＄）’，’公的な性格を痔たない回報は除

　　．野趣る・毎即昨sh・rti…nd・n・

　　of’　Docurrients嫉前月中に印刷された帯

難を陛鯉塵緯的確写嚇輪

．∴し叫「卵噸郷図！謝、羽ブ殉

写蒔ゾ吟等温多面型で晦さ
1嫡嘩d痴愚れ婚秘・ら酉

　す塗わちすNて炉印刷力薗画ヒき回ると．ど、

融ゆで賜る1まいか6，lttつて第璋で．

．、もふれて上るようにNσCセこの？ていない

’ゆ噸影回ある虚血る・9れにつ
1’て嬬政府比湿刊行嘩記μ・拗

．C鋤脚；寄詫鴎卸蔵書自鎌参
　照する、よ二丁示心あることから考えられる

．ことである。「

　i政府刊行物のはじまり乏綿織

　米国政贋刊行物の誕生を誕774隼最：初の．・

植民地議会から始まる。1789年までは国務

省の手書き文書を製本したものゴおおよそ

300冊程度のものであった。まだこの頃は

これらをみる人は1人もなかsつた。1789年』

、に政府ヵ1樹立されでから1817年に至るまで

は政府刊行物の組織的な制度がつくられぬ

まま印刷され，American　State　PapbrSの

名称で出されていた。、・しかし多くのものは・

全く帥刷されず，また印刷されても紛失あ．

るいは火災による焼失でこの時代の合衆国

刊行物の完全なセットがどのようなものか

ら成っているのか知る人どてなかった。ま

たどこの図書館にも完全なセヅトは保存さtt、

れていない。1817年回15議会になって．リ

ポートや文書に系統的な番号を付け出した、

が，初めての完全なセットは，1833－61年、

のいおゆる・American　State　PaPersで；

議会と甲跨省の手書き：文書を印刷して出し：

1たものである。1894年にこのシyアル番与

のある刊行物のチェ、ックリスト（15）を内務1

省政府刊行擁長舌GAm・・酢威し
一た。これは多くの図書館に乏って助けとな1

つた。．「

　政府刊行物の配布はLCめ他∴州および’

准州の図書館，』議員め指示する機関，上・下1

∫両院ρ図書館・議員の直接り利用にま牟国

際交換用た≧行なわれてきた。1895年め印・

刷法（16）り制定ほ，こ．れまで内務省め中に・．

置かれてい牟刊行物の配布・・販売部を1861

年盛肺れ鰍府印刷局の物雌・e・
of’The　Stiperintendent　of　Documents

．嘱し・鯛筋配布・販売さらkをま瞬、

刊行までを義務づけた6印刷法により，政

府刊行物の大部分が系統的ec一一一本の線上で「
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操作される制度pミ確卒した。V｝かにも米m．・，　．　1869年の中国どの三三による多量の中甲

らし・・合理的嫡法である・「これ以後も・．．コy］シ・ンーi．　1875年r一…パとの耀

法律改正が行なわれているが，LCに収集　　．関係資料の交換・1907年P．シア語分野での

される方式につ》｝てはほとんど現行に変わ　　　初のGenpadius　’、Vasilievich　Yμdin図書

櫨ない・　’・r、一　　館との交換の搬どあげ卿る・しか明
1政府刊行物の組織については，ユ900年初　　　　在の公式交換ゐ歴史は1886年第1回のブラ

頭からすでに「神秘の迷路」（17）と考えられ1．　ヅセル会議の結果，LCが調印国との政府

ていた如く’i数量，・形態，組織が複雑であ　・　刊行物ゐ糞換を始あた時にさかのぼる。そ

ったことがうかがえる6　　・　．．　．　　　　れ以来協定のすべてがしCにゆだねられて

　なお，政府印刷局で印刷されない各省庁　　・　いるご1936画面ルーで行なわれた会議で

め刊行物もありノLCで妹ζれち資料を直． @・は・ブラヅセル会議の協定を補なう二国間

撚隼する手段難ずること臨て唖・t・tあるいは尊上嘱定が他の国々の外務省

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　との交換覚え書潔）形で米国国務省にタり

　注　　、tt．　　’．　　　1　　　　　　LCに代って：取り決められた。．1958年12月

（15｝．C。mPrehellsive’Index　t。　th’e　Publicati。ns　　　3日パリのユネス『総会で，’この二国間協

げ卿＆σ・三巴・・889」ρ・lb・J・9　・定が正式瞬認諏て現在三つf・・る・

、Am¢s．1894　40p．1905年には、188享一18『3を　　　、．この他公式の交換協定のない国とは，1）点

　GPOから出版レている。　’　　　　　　「　　　数交換，2）等価交換，3）価格，点数にとだ

囮Printin9「Act・1＄95・・　 、．わらない比較的自由な交換，の3つのカテ
㈲FerrOll・L◎・：Public　l　D・cumerits・f　t6e、　‘由りーに・よ．う行なうヒとにな6ている。

．’@U．S．　（L．」．’26，．　1・901　p．672．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LCではすべての交換協定のもとに年間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・50万部以上の出版物を受入れ，代りにしC

　2、外甲出版物の収集㌧　∫．「　tt　　から米甲立府刊行物その他の機関の出版

　　　　　　　　　　　　　一．．ttt　、　　．　　物を送付している。．

麟文換・．・tt’ @1一一　’1’外国薦刊行物こついては・次の瞬が

　米国匠お回る外国出版物り収集計画は・tt　　刊行されているので・．Ivuc　PreT19，56　tl『

L’bが1800年6月ロンドンの書籍業者と，　　　ttのらないものもかなりあるらしく・これを

最：初の図書注文契約を交おした時と云われ　一　参照にするよう指示がある。一

ている6最初叫国（フラ：ソス）とP政府．　Li・t．・f．・・he　S・ri・I　P・bli・a・i・ns・f

刊行物の華墨｝瀬837年℃あったがe’実際に　　　Foreign　Governments，　1915－1931；ed．

叫』⑫国際交換制度が議会で可決さ纏　．b・Wi・if・ed　G・e…y．・・f…h・Am・・i・an

1840年よ．りさらに後の1867年以後である。．　1．Council　of　Lgarned　Societies・American

・、Smith・・ゆ1・rゆ㌻i・・が・846年嘩搬　Lib・a・y　AssQ・i・ti・n・N・・i…IR・・eat・h

、されて独自の国際交換を始め，次第匠発展　　・Council・New薯6rk・WilSon・1932・

、してめぎ，政府刊行物の交換機関となった。「「　　．な：お出版物の国際交換契約り変遷と条：文

’李擁資料は・、レCが1866年にSmithsgnian　　・について・鈴木平八郎氏O．詳細な単文．r出

1・・tit・tigゆらその鰭寵している9　一版物の国際交換に関す碕甲家間条約の変

≧もありて保管を担当するこ：とになった。　　‘，遷」（図書館研究潔リーズno・8　pl’11－38）
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をぜひ参照していただきたい。

　第2　．；欠二巴大戦直後のThe：EuroPean

　Mission

　第2．次大戦中米国はヨーPッパの敗戦国

との交通がしばらく閉ざされ，米国図書館

もヨーPッパの書籍市場ぺの接触を中断さ

れていた。この中でLCだけは公式な資格

で政府関係と接触し，重要な資料を確保す

ることができていた。学術図書館側ではこ

れを不満として，ヨーPッパの資料の入手

tlとついて，　LCが斡旋機関となるよう提案

したり，’また政府機関に働きかけたり積極

的な運動をARLを中心に行な、ってき

た。特に1933年から第2次大戦終了後まで

のドイツの資料の入手を望み，、以前各乱書

館で注逃した資料がドイツの各所にばらば

らに保存されており，その引き渡しを要求

した。その結果それら資料の引き取りのだ

め，二人のLC職員が派遣員としてヨ＝．　It

、・パへ送られた6

　、一一端　ヨーロ閉，パの被占領国からの収集

畔菅はL9を通して行な．うことを学術図

害鰹確諦，陸軍都こ纏認め一（’L　C

、、献理騨としてMissi・・tz・t旨冷した・．

．Miissiohは関係図書館の交代で務め，米国

占領栖区の’．一q．ルリン，ウィご賄　シュタ

ットガルト，ミュンヘンに設置され，フラ・

ζス占領地区；のバ「デγ・バ「デンと英国

、占領地区のノ、シブ7V　）に連絡事務所を設け

た・“、Mi『si叩は陸軍省と協力して・，’ hFsイツ

に集まつでいる戦前米国ゐ各図書館で注：附

しtg図書の所在をつきとあて送ること，戦

争中の出版物の購入1ドイツ軍とナチから

確保しk資料の梱包と船積み等の責任を持

たせられた6　・　T　　　il

　ζれら収集した資料の数量は1946年6月

’で102万4，565冊にのぼった。．

　この他，最：も重要な資料が，1939年以前

世界のブック■’センタ・一　r6あったライプチ

ッとに集まっておりダここはソビエト占領

地区であったため，Missionはソビエト側

と折衝して，およそ当時の価格で10万6，000

ドルに相当する図書と定期刊行物を収集し

た。’

　収集した資料の配分をきめる外国収集資

料配布に関する勧告委員会（Committee

to　Advice　on　the　Distribution　of　For－

eign　Aquisition）がっくられ，委員がAL

Aを始め，ARL，学会等から選出され

た。集めた資料の配布をどうするかにつき

検討がなされ，115館へ配布することで分

．野をきめた。割当をうけた図書館は，：LC

に総額36万下ル以上を送るζとで，さらに

補充すべき資料購入の基金とした。

　この他10万冊にのぼるドイツ図書が検閲

局からLCに返還された。この内6，000タ
イ’ gルがLCの蔵書：どして加わり，　i残りは

委員会のきめた分担に基づいて倒置に配布

された。　これら資料はすべてNUC　Pre一

エ956で所在がわかるであろう。

　ファーミントン計画による協力収集

　蔦の収集計画は，調査研究を対象に米国

全体の資料を増大させる目的で，ARLが

発鰐孕め・晦図書館が分担収集の責
任をひき受けるとし），う任意の協定で行なわ

μたものである。世界中の国で出版された

新刊書を収集し，米国めどこかの図書館で

所蔵するQ所蔵丁丁LCセ『報告し・中央目

録作業で印刷力4ドを作製して各館に配布

する6資料は相互貸借または直写サービス

」．によ・って利用するという方式である。

　ファーミントン計画の名称はLC　Ex－

ecutive　Comfnittee　Qf　the一　Librarians

Council（18）（館長協議会運営委員会）が
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　　　「書誌と収書における国家計画jの提案を　　　　最近では学術図書館セシターが国立貸出

　　討議するために開催された会談の場所，L，　　』．図書館として発屡し，予算を要求して60の

　　ネチカッF州の町の名からとったもの』であ　・　，参加館に分散した資料を引きうける畢案が

　　る。　　　　　　1，　　、、　　℃　・，　　　　　．なされているという。

　　　この会議は1942年10月9日に行なわれた

　　が離や準備φため6年の歳月を費やし・・　注

　　1948年に初めて実施に移された・初年には　　　㈱　LC館長マクレィシュ，プリンストン大．

　　たった3ケ国（フラγス，スウ』一デン，　　　　学，ハーバード大学図書館長の3人。

　　対ス）の出塚物を1瞭したに過ぎなカ・っ　（19）アフリカ凍ヨ叩外野ラテシァ
　　，た。　　・　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　メリカ1中央アジア・南アジア，再ヨーロッ

　　　参加館は50の大学函書館に加えて，LC，　．　唱パ。　　　　　・

　　国立蝶図蔀国立医学図説二。一1囲砺魏‘・脚㍗伽鰍ゆ記・
　　・一ク，ブ，レ。クリy’　，・デン．ミー，デトP　1・ARL　1961・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋤Enayclopedia・f　Library　and　lnforma一’
　　イトの各公共図書館，アメリカ哲学会，，リ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tion　Science，　Farmington　Planの項
　　ソ弗一＞U・・二・一ペリーの図書館で運・　（22）Ed。lmah，　’ri，：Th。　Dea・h。f・h。　F。r一

　　．営と管理はARLとその地域小委員会（19）・　　　mingt・n　Plan・（L・」・v61・98　n・・8P・1251、

　　め手で行なわれた。「’　　、　、　　’　　　1973）

　　　収集には二憶病法がとられ渇1っ　、三論剛

　　は，主題責任分拒制，もう1つは国別責任

　　・分担制繋る・前者晒・土曜刈ε掴、・P・b1i・L・w　480　Pr・9・tim　（；よる収集

　　とオーーストラリア，二・一ジー．ランド，南　　．、PL480、とは開発のおくれた地域に米国

　　アフリカの16ケ国に適用し・LC分類に基　　．　の余剰農産物を三つ1（・原地通貨で支払を

　　つく主題責任分担表により担当主裁館に新　　　．する「農業貿易振興援助法」（24）のことで・

　　刊書1部を各国の書籍栄者を通じて送る。　　　、項54年議会を通過し制定され牟法律で南

　　後者は120ケ薗以上に適用，1図書館が1，　　・る・こ・れが1958年に改年され・第104条に

　　ケ国をカバしする責任を負うものである。’　、次に掲げるn項が追加されたも㊧である。

　　　この計画で米国の図書館にもたらされた　　　’　　「全国科学財団およ三脚ゐ関連諸機関

　　資料ぽ1953－60年までで14万7，376冊（39　’，　・と協議して，LC館長の監督下に，次の

　　万7，235ドル）（20），、1965年の乞万2，419冊　　　　諸計画の資金を供給する。（1）外回の図

　　⑳万7・・＄8’ド・レ）（2’）』との統計Plわか翠　省定期干1働および纏の資糖分

　　・け’で総計がはっきり’してい拠・・’．　　　　・析評価して∵それらが合衆国において科

　　　1948年に実施され’てから約20数年，こ4）　　　・学技術的に重要性をもつ情報を提供する

　　「計画は，1972年12月31目をもって正式に．　、、　か，あるいは文化的もしくは教育的価値

　　御越とし造る（225・’これは二項の　　冠する力否かを淫する合衆酬にお
　　・．Public’　Law　480　PrograrnとH：igher　IEdu一　　　　、ける計画　（2）価値あると判断．された図

　　c麺on　Act　of　1965．の制定セこよりi学術図　・　　書，定期刊行物およびその他の資料の登

　　書館に分散1反祭をはかったフラーミント計　ご　　’録索孔製本，複製，目録抄録の翻

　　画の中止塗正当化できるからである（23）。　　　’　訳およ．び配布「（3）これら図書，定期刊行

　　　　ノ

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一」8．一
　　　　∫　，　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　”｝　　　　　　　　　　　　「　噛



　　　　　　　　　　　ト
　　三三タグぞの他の資料の受入どそれらの

　　資料に関する地域研究を進めている国内

　　の図書館挙よび研究機関への資料の納

　、本」（25）。　1’　　．　1

　　すなわち政府が外国へ余剰農産物留口？

　セ，政府㊧必要を超過した時に生ずるその

甲の通貨哲。に委託して関係国の由版物

　を購入し，目録・索引め作成，抄録および

ﾖ係活動と学術図書館へ資料を配布するζ

と鞭謝するのを目的としそいる。

　　ファL．ミントン計画と比較して・PL4SO

プ官グラムは特に収集困難な発展途上国
　くイヒンド，インドネシア，イス．ラエル，パキ

．論難アラブ連禽午一ズー壇ビア・

でネパール，．スリランカ＞0出版物を，LC

が取集ρ任にあたり，学術図書館が資料の

受入を担当すると、ころに特徴々協る。

　　実際『資料取集力1始まったのは1962年で、’

ある調在・・館堤の機関砂くζも㍗

岬以上筋包括的畔版物受瞭ってお

ll纏難戦ξ£講趨撃．

溢鱒や糊膜だ岬輝コ㌣ピ馳，
燕賭勉砂デ咋ある細囎瑛語の

ll蕩尽鷺顯懲控も
・⑥P－遡。海縛四則励畝収集
潮瀬ゆりでなく1∴米即麟図論』

・． h噛醐帥・予備録厩られゼこの
情報が串版籾と二相之函舎餌k送られる6．

またゴー野スラ爵⑳・を除し・て博大速

㌧報（27）を刊行している。’

　1965年にPックフ匿うー財団がら補助金

を受け・ス贈ン丸インド∴ネパー・ら

．パギズタ：ソの新聞がkイ』クin化され，　LC、

の複写サ「一♂ズ1ζよって購入で．きるように

なった。1

　．超過通貨を使いつくしkしまったイγ1ド：．

ネシブは1969年L杯で，スリランカは1973・

年6月30日で，イズラエルは同じぐ5月で

PL480プ・Ptグうみを終了し，ゴ」ゴ…ス

ラビァとインドネシアはNPACぺとひき・

継がれること比な「つた。、ゼ、．

　1962年1月から71年6月30　までの収集

総数は1，4QO万を超えている，（28）。1

　注

（eq）　Agrictiltural　，．Trade　Development　and

　Assistance　Act　of　1954．’

飼　少林英治ゴアメ．リカの大学図書館一利用，

　協力，収書一（図書館研穽シリーズno．12　p．9．9）

　を参考にした。・

圏適PACと共同で出される。

　　Accessipns　List：Indiaの如くα

（2e）　An，nual．Repgr’t　gf　the　Librarian　pf

C・ng・bss，1971N版畝縮・鋤刊行物
　・単行書。

　唱高等教育法Tit玲1’1－C’、画．・

　　フブーミ．ントン計画は参加館の任意の筋

力で，pL480プPグラムは．LCが中心たな

って当該国ふら資料を学術図書館へ直接受

入れ，NUCに報告する方式であり，資料

は米国図書館た分散しセ保管きれてぎた6

これに対して，・ARLを中心とする各図書

・鱈さは，資料は一ケ所（LO）で集中的に収

集し，鞭ち匠目録をとり，印刷カードを各

図書館に醇布することで，各館での目録三

業その他の二重三重の無駄を節約するこど』

を提案嘱けてぎた6この提案をうけてた

、うたマン禾一下LC館長は，議会の公聴会・

で最終的には全面的な支持を表明し，実現

に努力することを約束した（29）’。そPて下．

記の高等教育法（Higher　Educ麺on　A：c重・

of　1965：，　Title’　IILC）の制定とな、ぢた。・・

　　「大学および学術図書館資料ξ）強化ゴ』

　．「1965年会計年度の終る1966年6二月3Q日1
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までに500万ドル，1966年会計年度の終

る1967年6月30日までに631万500ドル，

、1967年会計年度の終る1968年6月30目ま

でに777万ドルを補助するよう法で定め

る。次の（1×2）を目的として教育局長官は

工Cに委託するこ「とができる。’（1）世界中

で新しく出版された学術的価値あるすべ

‘ての図書館資料をできる限り収集する。

そして②これら資料の受入歯すみやかに

目録をとり，印刷力ごド，その他の方法

により書誌的情報を提供する。LCが自

館の蔵書として必要ない資料を交換およ

び他の目的に使用できる。　　　　　・

　1968年会計年度の終る1969年6月30日

以後の年度めために議会がこれ以後法律

で定める額だけそれらの目的のために教

育局長官に，LCに予算を移管すること

ができるよう定めるものとする。」

　注

（29）　Higher　Education　Act　of　1965．　Hearings

　before　the　Subcommittee　on　Educqtion

　of　the　Comml’ttee　on　Labor　and　Public

I　e！fare，　United　States　Senate，　89th　Cong．

　lst　Se．ss．　6n　S600　Part　II．

　収書および目録国家計画

』デューイがa，ニヅト・』カードを考案した

時とLCが印刷カーードの配布を始めた時以

来の図書館界における最も重大かつ遠大な

発展（30）』との讃辞をうげたこの計画を多く

の図書館人は思い起すであろう。

高等教育法OP制定にともなし》エCでex

さっそく収書および目録国家計画（Nation－

al　Program　for　Acquisitibn　and．　Cata－

loging）を検討し，1966年開始したて以下

NPAG・と略す）∴tt』苧　、’

：NPACは：Shar6d　’Ctttaloging　Program

．の副題をもち，L℃が今までよO．　一層広い・

範囲で目録作業を集中的に行なうばかりで

なく，米国図書館，カタVLガーおよび外

国図書館等が，図書館資料の組織化を機能

的にするため，世界的規模の努力で協力す1

’ることを意味している。

　LCは，ユ966年から1973年までに，総計

4，089万588ドルの予算（31）で目録作業とそ

れを支える人員を増加し，24ケ国の全国書

誌の目録データーを刊行以前に利用調整し

た。外国に10ケ所のShared　Cataloging

Center（32）を設け，　L　C整理部にはShared

Cataloging　Divisionを新設し，選書と七

島のスピ．一ド化を計るために受入の手続き

を変更した。今だに全国書誌も，この計画

を行なう上に有効な書籍会社もない国々の

受入リストを出版するために，外国収書事

務所（33）を3ケ所設けた。またGPO牙）LC

支部で印刷カード作製を早くさせる非常印

刷体制をしき，新しい印刷カードの完全な

寄託セットをほとんどの学術図書館に雪目

配布するようにした。

　スピードがNPA’Cの成功の基本だとい

　う考えから，外国の書籍会社からの一括購

入明細書によってできるだけ早く図書を選

択し，LC今送る。予備カードが用意さ

れ，Shared　Cζtaloging　Centerにある図

書とつきあわせて一週間毎に航空便で送ら

せる。．

　　この結：果，印刷カードはおよそ75％が図

，書到着虚数週間以内で関係機関に渡ってい

　る。

　NPACの行方・

図書館界の期待に応えて■タートした

NPAC号は，順風にのった船出で走り出し

たかにみえたが，この大きな計画を支える

補助金は1965年当初定められた額を完全に．
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』、受けたことがなかった。ニクソン政権に移

ρ71970年教育全般に対する予算削減の中

で，・特に図書館関係費はいちじ．るしかっ

た6これはニクソン大統領の図書館界に対

する理解の不足と，業国が介入していた戦

争に彪大な予算を投入したため，国内計画』

が制限をうけたのだといわれている（34）。

　1973度予算でまたまた図書館関係費が大

巾な削減を強いられ癒。これに対し，5月

時あたかも7スベガスにおいてALA総：会

・が開かれていた時期に当り，ALAを中心e

に図書館界が一斉に抗議行動を起した。
　　　　　　　　　あかり
いわゆる‘‘図書館の灯を消す運動”を展開

し，半国の図書館の電灯を15分間まったくtt

消した行動や，大統領および州知事に訴え

る手紙を書くなどにより，図書館の存在意

義を政府関係者およが一般の人々にも理解

させた。これらのことで1973年度卦算の

．70％から串0勿復細みたと・うことで・ib・・．

、　6．（3S）・㌧

’　IINPAc号進水より8年1そ磁路ilとは・

1磯縮⑳障害が立ちはだかり・新しい計

：再嫡率う塑現在の計画さえ縮少されつつあ、

鴛騨脚山脚ているように

測，二歩岱回・㍗．．、

「喫㊥1幽観・漁櫛略・・1・22
．吟1やゆ⑨￥蝉ρ雌の轍噌三二
帰さ娯l」ゆ1⇒砥ρ言栗・．　、
圃聯。ぞ鰍rrξゆ解、干りρ1

順位び鶏ウ右畜噌ニダプソジパ
リ・オ地《％べ塑レイドi．’．…’・・一

』レソへ鯨・・ミ・レ煙ナr、

圃ナイ蛇（エチオピナジナフア・レ宿。サ、

　フ、ランス統治国，・レユモオン島，々ラガイ共和

国ジマラウイ，、モ』リ彦家島セギシiル

　諸島，ソマ1リr共和国，∫スーダン，‘タソザニ

　ア，ウヴンダ，tttザンビヤをカバー）リオデジ

　ャネイロ（ブラジルをカバー）ジャカルタ（イ

　ンドネシア，Yレ己シア，シンガポールt．ブ

　ル．ネイ，1をカバー）

’（gm）　Mgore，　E．T‘：．The　NationakProgram

，　for　Acquisition　qnd　Cat’ ≠撃盾№奄獅〟@in　the　U．

　S．A．一lt’s　ProsPects　in　the　Early　’70’s．

（唄物即4⑳ゆ・・5⑳・…．
　p．340）

飼　1973年10月12日，当館で行われた・・ワイ大

　学教授鈴木幸久氏め講演より。

むすびにかえて、、

　、．米国め総合目録は図書館間相互協力のネ　　〆

・トワークで成りた？ている6

　・「こうしたネットワークは確力・にアメ

リカ的合理主義が生んだものにちがいな

い」（36）と我々も思5．。しかしそればかり

でなく「アメゾカでは，知識ぽ万人が自由

にrかう容易にそれを求めうべきものであ
り，「 �黷ｱそ押入の野立を基本に1した自由

民会較燭儲昼の基盤であるこe、
塗アメリカと埜う移民社会ぽ本能的に知b

ているように思われる。1図書館入こそがこ

の基盤の担い手であるヒどの自覚に発して

・いる」r7）との肺ま等々雌鯨界もライ

ブラリ7ンシ・プ嘩本として離認L
〈；’

おくべきものであろう6

　基盤の異なる目本では今りところ誰しも

が即米国方式を移し入航るζと憾不可能と

考えている。「

躰の搬塾図講9利用三吟国
的協力に，．制康として確立していない。．国

立大学図書館間，私立大学図書館間など館

種別；地域別には近年次第に相互協力が二

三え］i発展しつつある。しかし種々、（わ事情

から大部分の図書館はまだ門戸を解放する

までに至って．V’ない・　　．．

．総合目録は図書館間相互貸借制度なしに
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は考えられな炉問題でありジ写本で発展し

えな哩由㊧一つがここにあるr

　日本での真ゐ意味の全国総合目録を作成、

す為ためには，‘唯tの国立図書館としてま

た納本図書館として果たすべき当館め役割．

の棟討と・大冊公蜘そ砲の図書卸
受け持たねばならなや・分揖協力体制の機運・

をもり開戦予購置鱒るrと
であるP

　現在，和書の総合臼録≧して『国書総目

録ゴが，洋書でぽr新収洋書総合貝録』が

あるがデいずれもす6ての時代をカド自す

るもの鱒ない・物ζ当撃墜脚洋書

が少なく輝史罵る蝉図書館にたよら
1． ｴるを得ない。大学間の協力ができつつあ

碑面当鰹濾出ヰの紛め齢
目録刊行を考えたらと思うのだがb

平。はも・ゆ∴・大腐研究鞭松業』

9）図書館聯力のもたらし驚NPAC．を鈴め，・

≧する種々のEt画に関心のわや我汐ミ国の大

学図書館が当館館長とのこん談会でs．「図

婚資柳鰍曝状か励て昨でも
　NPAC　4）ような計画をするためた国会図

書鰍大戦脚ジ廼騨騨謝る意
志があるか士の質申炉出さ．μた。Cれに対

「・
ｵて当館でぽ，　こあ：ような制度を早急に

実現するζζは困難ρあるがそこ信認られ

て野る精神嫡十分に体して進みたい6総合

月録については当館が中心となり館界相互

．協力により作成tlζ努力すべきだ。’まず和書

「の総合目録め整備塗考えたい」、⑱との主

旨噂飛して・・る・そ喉嘲治暦干IJ』

行図書目録』第1拳の序に．「ζれをも白て

．明治め書誌とし℃完成したもめではない。』

との目録を底本としてe・．その時代の全出版

物り総瞼を函り・所蘇館伽砂シ・1r

齢罫描レ牟い」肖騨勢を，5・．

現御ンピベタ「による和図書の瞬

作成ρ動きが盛んに行なわれ，実験作動し

「ているがゴ』 墲ｪ国の知的財産をいっでも，

£こでも見るζとマ）できる総合目録作成へ

の歩みこそ急いでも急ぎすぎることはな「

い。

　本稿は第1章と資料の項を枝松第H章

・、を圭井が担当し，その他は共同執筆した。

　最後に短期間での勉強で知りつくせなが

．つtgごと・書き足グなかっ牽こ．どが多い

が3高橋泰四郎氏始あ数人の方々にご教示

頂いたことをここで深く感謝致します。・．．

　注・’、L・ゼ

岡r大泉悦郎．：全世界文献資料の包括収集とカ

　タロ1グの集中作成（r現代の図書館』voL8

　no．3　p．116）　’　’
㈱　前掲。

圏　昭和43年S　fi　2S日，国立犀会国書館長と関

　西地区大学図書館長とのこん談会（rびぷろ

　す』vol．9・qo．81968　P．3－5）・
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鈴木平八郎：高等教育法とアメリ、カめ図書

、館（現代の図書館第5巻2号，p．79一、
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、資料

The’　National　Union　Catalbg，　Pre一エ956　bnp，　rintsの歴史

J．W．　Cronin，　・History　of　The　Ndtional　Union

Cゆダ嫁956．lmprint・・i・趣卿・
　foT　．　the　Natioital　Union　Catalog，　Pre一’

　エ956・旧臣・．PP．11r27（ig67）ド．

許1嘩糊舶録似下NU¢・・各）！一∫で・あ瀬旧離の轄セご蓄灘れ蜘
馬帯地以来L．cが管理してき準・アメ識の大部分を開く鍵鰯る・……

孚解力矧の主点姻論・ある三三・．・’朝鋤完組潰料の所在吻・レ
沸味謙飾る6刺・の大学図書館が　ンス選書：瞬のための・・一ルとして』
多野がジ700簸以上が報告を寄せているぴ　　tt全米図書館の利用に供せられるなら，それ

地方出版物国外の肇粍市販さ流ない資　／tt　こそ今世紀初頭L　・c　．hミ始φ＃印刷力7ド館』

料塗ど特殊資料を収流している一般図書館1』、外配布サ」ビヌに匹敵し5る一歩と、なろ

や専門図書館も含まPtてy・る。こうし牟中　　』．56こうした発犀の途ぽ∫すでに以前に築　　‘

両端墾驚漕脚益が・r．か榔・

　ジェネラル・ゆタ＃グとしてNUCは，．　ttt　NUCの背景

函の重要な資料資源を学問社会に近づけ・・　，，　．　1876凹め（）・A・Cutter「辞書体目録綿

ゆば学者蒲焼の一部と化する．もの　恥嚇な刺勘受eて瞬の標準鱗
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成り；さらに標準目録カードが導入さ、れ

て，協力の開始，すなわち図書館間のカー

ド交換が可能になった。今日のNUCの基

礎はそこにあ？た。LCが函館用に印刷カ

ードを作成し始めて直に，当時の館長H・

、Putnum氏はFLG年報（1900会計年度）

で次のように記している。

　　自館の資料を公開することに次いで重

　要なことは，LCが他館の資料に関して

　情報提供できることである。このため次

　のことが考えちれる6’

　　第一　国内外の図書館の蔵書目録の収

　　　　集　　　　　’　　　　　tttt

　　第ニ　ワシントンの省庁図書館蔵書の

　　　　著者別カード目録
　　第三　’ワシン杢ン以外の主要図書丁数

tt．
@　館の同様な目録＼

　　LCの印刷力eドを国内の主要な調査

　センターにおき妙・÷市LCでに・二．

　ユーヨーク公共図書館，ポストγ公共図

　書館，ハーバード大学図書館，ジョン・

　クレ：ラー図書館その他のカtドを入手し

　たい（p．241）。

　；908年度年報では，先にあげた図書館を

含む多数の図書館との交換協定について報

告し，フ7i7？完成後には，丁チモォン1

カタPtグは……アメリカの図書館にある図

書の完全記録に最も近づくものになろう」

（p．57）と彼の信倉を表明し七いる。これ

らの図書館や・その後歯や？な諦機関・特

にニューペリー図書館，イリ！．イ大学，シ

カ・ブ大学各図書館などの協力でlNUCは

やがで‘合衆国学術図書館q］）宝庫’となつ

・た」＊。

　最初の4半世紀，総合目録はLCのカー

ド部で運営され，維持またはサー：ビスにあ

たる専任職員はいなかった。基本記入の訂

正や重複の整理などはほとんど行なわれ

ず，若干の所在サービスには応じたが，，こ

れを利用したのはもっぱらLCめガタPt・一一

ガーだった。　”

　1926年までに約200　75枚のカードに達し

たが，学者の必要性を充足するにも，また

他館における資料の所在確認の上でも不十

分であぢた。その結果，包括的な総合目

録を求める広汎な要求がALAからJ・D・

Rockefeller氏に伝えられ；同2世は，　L

Cに25万ドル（年間5方ドルで5年間）寄

附した。目的は，総合目録をできるだけ速

かに拡大して重要な参考文献の少なくとも

一部の所在を明かにすることであった。こ

れは「プρジェクトB」として1927－32年

の期間運営され，634万4，356枚のカ・一一　F’が

増えた。「プPtジェクトB」は，1932年9

月総論目録部設立となって引ぎ継がれた。

　1932年かち43年までの予算は，先のPtッ

クフェラー基金と比べれば年間2万5千ド

ルに減少したが，緯計335万5，941株のカー

ドが増加した。この間ALAのCommittee

on　the　Re60urces　of　A皿erican　Libraries

（1923年J．T．　Gerould委員長のもとに設

立，1936年委員長にW．W．、Bis加pをも

ってALAの一部に再組織）から受けた激

励≧援助についてこ・こで一言ふれたい。

　BishOP．氏は早くも1912年の時点で・国

内の図書ゐ所在を示すトゥー．ルの必要を説

き，LCの印刷カードに基いてコPン　u”　71

　　　　　　　　地区の官庁図書館の共同目録，およびLC

にない資料の他館のカードファイル化を指’

溶し，総合目録の拡張を訴えてきた。……

」1943年には総合目録ρ予算が増額し，続

・く5年間でタリー’ブランドと7イラデルフ

ィナ地域の総合目録を組み入れ，さらに他

の連邦図書館から22万1千枚のカードを追
　　　　　　　　　カタログ　　　　ナシヨナルコユニオン　　　　　　　ユニオンコ
寵した。1948年総合目録は正式に全．甲緯合
リカタログ

目録と命名された。、1948年と50年置間に，

一24一
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．iV7ル大学図書館の目録，ノース・カロラ

イナの総合目録がそれぞれ含φられ，‘後に

カリフォルニア大学のシェルフ・リストも’

加えられた。’以後ずっと安定した伸びを続

ｯ，．NUCは今や1千600万枚以上のカー

』ドを蔵している6約1千万タイトル（版の

、別を含めて）になる。”、

＊　．　E．　C．　’ qichardson，　Paper　XIV　：’　Project．

B－lncrease　of　the　，Biblibgraphical　Appara－

tus　：　From　the　Report　of　the　Libratian，　of

．　Congress，　December　3，　1928，　pp．238－50，　in　’

General　Cooperatihn　・，and　’American　Re一

’search　Books，　p．106：

　’冊子目録一LC蔵書目録から総合目録べ

　NUCと：LCの他のカード目録はそれぞ

れの発展を続けてきたが1194Q年代前半に

新たな飛躍を遂げ．fo　o．．これまでLdは，　Eロ

刷カードの‘寄託セッドを100以上の大

図書館に送付してきたが，それを利用でき

1、袴ρ嫡大きなセンターに於てのみだρた。

．1941年A．R・しの委員会（BishOP委員長）

臓；・・LCのこの寄託カードを複製し；・冊子

喚で刊行し・内外の図書館に入手しやすく
tt

ｷるどいう計画を提唱した。これにはさら

ゴにもう．一つの．目的があり，寄託カードの維

持に要するか塗りの費男を救済することも

含まれていた。・∵・ここの計画のもとに，・カ

ードを写真複製して，1頁に18枚を縮少し’

．てプリントする印刷目録が生まれた。A

・　Catalog　ofBOoks　Represented　by　Lz’b7ary

of　Congress　Printed　Cards　lss．ued’to’

’　Ju！yβ1，1942がその成果となって1946

年嘆成V・EdW・・d・B…h・・ら，㎞・’からt1

刊行された。これは167巻にも達し，約190

万枚のカードが複製された6ここに一サイ

クルがめぐり，半世紀間多くの図書館があ

　きらめていた冊子目録がよみ炉えらた。A．

Sztpplement：　・Cards　lssued　August　1，

1942－December　3エ，1947（42巻〉が続

いて1948年刊行された。1

　　r方，』1946年3月H．W．　Wilson社eま‘こ

　の冊子目録継続の計画を提案していた＊＊。一

　この提案と先の目録の売れ行き好調によ
り，’ AL℃は同じ形式の冊子目録を継続する』

検討にのりだし，一連の実験と調査を経

て，1947年1月からCumulative　Catalρ9

0f　Lib．　rary　of　Cong　ress　Printed　Cards

を刊行し始めた。1950年にはLibrαrbl　bf，

’Congre∬Subブect　Catαlogの刊行を開

始，Cu7nulαtive　CatalogぽLibraty　of

CqngreSs　Author　Catalogど改題され．

た・ig53年1騨峡画T7・ルム朴1リ’

　lyプ・音盤の別冊自録刊行におよるで，煎

　の目録1はLC　Catalog－BoOks’Au　（hors　・

（LC　Catalogと略）お’ 魔ﾑしC　Catalog一’

Books　；Subブectsとなった。「

　　これらの目録ぽ，冊子体としては非常tlg

包括的なものとなった6だが，国内の重要

な収集資料を網羅しているどは言えなかつ

敦『し，一方他館からO．報告を．agDLCOi）目．．t

録に含めれば，その効用ははるかに広がる’

　ことも明らかだった。』LC　Catalog』をやが・

ては全国の図書館所蔵資料の総合目録とす

る方向に意見がまとまり，「LC、はこの目標

　に向かbて動き始めた。1

　1954年ALAのBqard　ttn　Resources
、’ 盾?@American．’Librariesは，　F．H．　Wagman

氏を委員長としてNUCに関する小委員会

（以下NUG小委員会と略）を新しく殺置

した。委員会は，1954年10月，1955年1月
i

LCで会合をもち，　LC　Cat44・9を拡大し

て他館の報告を含めrる，それによっ　・c．国内、

の図書細々ミ腺集した新しい学術郵書の著者’

別目録とすること’sNUCに収録された情．
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報を広く利用者に提供するという案を検討

した。……多くの図書館の支援があれば，

それは実現できることがわかり，その結果

1956年1月からLC　Catdlogを拡充する

ことに決まった。とれには，、LCカ」ド以

外に他㊧北米図書館力｝ら報告された1956年

およびそれ以降刊行の図書とその所在を含

めることとした。各図書館、の反響は絶大で

あり，この拡充版は新たな役割を考慮して

・NatiQnal’　Union　Catalog’：　A　Cztmula－

tive　Author．List（以下NUCと略）．と

再び名前を変えた。この発表は，図書館資

財の書誌管理に陶ってきた長い歴史に一転

機を画し，次の発展へのカンフル剤となり

た。……　　　　　　　　　　．1

　このようにして収集と目録の書誌的管理

の突破口が開かれたが，それはこれ’轤ﾌ管
理をさ，らに拡大する必要性を浮き彫りにす

硝果とな・た・すなわち1955年までり資’

料についてNUCを編集，刊行することが

最大の懸案となった。E．　C．　RiChardSOn，　r

J．　C．　M．　Hanson，　K．　Metcalf，　C．’W，

DaYid，；R．B．　D’owns氏らは特に長年にわ

．たりN’t　C刊行の必要性を強調してきた。一Jt

またALAの℃ommittee　on　Resources

of　Amer・ican　LibrariesやNUC小委員会

の忠告と助言を受けて，特にV．W．　ClaPP，

F．　H．　Wagman，　C．W．　David，　R．　E．

Ellsworth，、耳．H．　Fussler，、D．W．　Bryant，

G・R・Willi・皿・氏らの指導のもZに，　L

Cはその可能性を追求した。1956年以降に

ついてぽ冊子体のNUCが刊行されたこど

で，1955年を最終期限と定めてそれ以前の

部分を凍結させる結果となった6だが，全

体のNすC刊行にはまだまだ多くの困難な・

問題ニー編集・技術・財政上の一があっ

：た。1952年rNUC刊行計画の第十歩「とし

噛て，また特にその規模と費用を定める手段

　どして，総合目録部でLCのカードを含め

　て．1952－55年刊行図書のカードを別だてに

　ファイルし始めた。これらOカードは1956

　年始めで約37万6千枚，196p年1月には約

・56万枚に達した。そのうち，LCカード約

　21万5，500，他館のカード22万5千枚，そ

　れに重複カードを含め副出記入の参照カー

　ド10万枚だった。

　　1956年以降刊行されている冊子体のNU

　Cの価値が証明され，また1952－55年のフ

　ァイルが小規模な総合目録の型を成し，編

　集・刊行も可能であるという事実から，19

　59年NUC小委員会はその部秀を簡単な印

刷で刊行することに決定，必要な資金獲褥

　に球濡した。この企画は，」．L．’　Dew‡on

氏を監修者および編集者として1961年に達

成され，The　National　Union，　Catalog

　エ952－55加zp戸η彦5（30巻）カミ予約者に配

　布された。……

　『NUQを刊行することは大事業であるがs

従ってその恩志もまた非常に大である。

1952年1月，R＝HirschはNUC小委員
会の委員長あての書簡で，表面に現われな

　い利点を次のように克明に説明している。

　　　1　収集　＠）高価な資料の重複購入

、　を全国規模で回避　（b）．欠本を全自規模

　　で補充　（C）長；砂面騨不計画の確認くd）

　　古書評価，すなわち，・NUCは非常に重

　　要な選書手引きとなり，物合を簡略化す

　　る

　　　2　・目録’（a）記入φ標準化　（b）可

　能な限り記入の記述部分を利用できる

　（G）簡単な記述の場合の照合、

　　　3　相葦貸借　最少限の努力で，新刊

　以外のより古い部分の資料の所在を国内

　規模で確認できる　　　　、、　一

　　　4　レファレンスと調査　（a）．　．図書館．

　　の場合　（1）タイトルリ確認　（2）希望層
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　　　資料の所在を閲覧者に知らぜる　（3）個

　　　人著作目録や図書館蔵書目録の代替　（b）

　　　閲覧考の場β　著作目tx・．官庁資料目録

・　　などとして利用できる

　　　　5　閲覧目録「スペースやブァイ々ゐ

　　　費用節約

　　NUCの編集は今や基本的なとととなり，

　：、重要な問題提起となった6．編集作業は一定

　限度に限定されるが・結果的ドをま利雁の

　　高い実用的なトラLルをもたらし，、費用を

　　かけるに十分値するものとなろう。そして

　1次のような線で進噸こζが提案翻体た6’「

　　　　1　同一書名・版のもQは一枚のマメ．

　　　ターカードにまとめる。．選ばれるカ」ド

　　　は，「：LCのカードまたは最も完全な情報

　　．のあるカー・pド

　　　　2　同二作品に対し，基本記入と息出

　　　記入の不一致をなく』し，直接参照と矛盾

　　　する記入は変更する

　　　　’3　「各種の名前で記入された著者名は

　　　一本化

　　　　4著考より、も地名標駄どのめに

罷箋A自惚と一三’もの騨

　　　、5激は少ない均ミ，他のカードからマ

　　・不ターカHドに書誌．即事環を移レかえ

　　　る’，’すなわち若干り合堂島一㌦雫を作成…

た’Bそして既刊g）1952τ与5年の目鍮ちそ

’れ以前の部分に統合するよう提案した。確

力・1ここの巨大な目録に匹敵するほどめ有勅1

な企画は他にあり得ないだろ5。……

　亡の目録り刊行は，全米，カナダの図書

・館にある重要な文献め所在を示す広範な図

書館問目録を実現化させることになり・そ

れこそ現在および将来にわたってアメリカ

の学界の必要性に応じるたあ切実に求めら

れているものである。所在トゥ」ルとして

の効果は別表のとおりである。．この表は，

1945－6⇔年の22年間にLCで受け砺在調

　　　　　別表tt所在二面依頼件数

．ReqtieSt．F　fox・　reFearch　in　the　National

　Union　Catalog

厩黙黙瓢 ITEMS・
NOT　FO－

UND

＊＊　H．　W．　’Wilson，　A・　Proposed　Plan　for’

　Printing　Libra　rツげ’．　Congre∬Cards　in

Cumulative・Bobk　Form　（N．　YL，　H．　W．

Wilson　Coリユ946）

　Pre－1956の刊行の可能性

　NU（｝小委員会は，1955年目で．O目録刊

行に向げてあくまでもその方法を追求し，

またその刊行を援助することを公けにし

　1945’　／9r125

　1946．・　9，・308・

　1947　．．11，6Q9

　1948　　　ユ‡，745

　1949　；12，522

　1950　・．　15，815

　ユ951　　　17，272、

　1952　・　17，　274

　．1953　・　17’，・899・

　1954，　、ユ｛ラ，918

　1955，　18，861

　1956・　．19，451

　1957．　20，383・

　1958　一　24，　270

　1959　25，999

　1960　27，671

　1961’　30，062

　’i1962　．　，32，　825．
1

　1963　32，345
　1964，　．，　’32，　478

　1965．　35，013

　1966　40，937

　　6，　371　・　2，　754

　　．6，670．　2，638　，，

　．8，，l17　’一　，，3，492

；　’@’ X，　243　2，　502　’

　　8，　557　3，　955　’

　11，084　．．　，　．4，731　，

　・12，199　・　5，073

・　11，　874　・　’　5，・　400

．　12，016．　5，883

．　．11，261　4，657．

　13，　331　5，　530

　14，　382　’　5，　069

　15，　490　4，　893　．

　18，066　，　6，024，

’　21p772’　4，227

　21，793　・．　’5，878

　・24，　313　’t　5，　849

　’　24，　451　．　．　’8，　374

　25，　367　・　，　6，　978．

”　25s　557　’　6，　921

　28，　563　・6，　450

　33，　283　・　．　，　7，’654　・

一27一



査依頼を示している。1945年9，125件だっ

た依頼が1965会計年度には4．5倍の4万937

件に上り，この間一年毎に増えている61945

年所在不明のタイトルは，1966年の19％

と比べて平均30％もあった。1956年NUC

の刊行が開始されてからは，それ以降の資

料に対する所在調査依頼が非常に減少した

というのは，表には表われないが注目すべ

き傾向であらた。もしもN㏄および1952

－5S年の部分が発行されなかったら，依頼

は1966年には当然もっと増えただろう（現

在はおそらく年間6万件以上の依頼があ

る）。従って計画中のこの総合目録を利用

できるようになれば，省館は要求の80％以

上に応じられるだろう。

・刊行計画

　ig52－55年の自録刊行に力を得て，1963

年NUC小委員会は，それ以前の部分を完

全に含めたNUCに全力を注ぐことを決め

た。この目録刊行に対し入札募集すること

が，同年10月ワシントンの会議で一致し

た。落札したものが編集費を支払い，その

費用は後で目録販売により償還される。も

し入札がうまく行かなければ，’編集費用の

資金確保の努力をする6それに失嘉すれ

．ば，各館がその費用を保証するなどみこと

も決められた』

　第一段階として，1964年6月A：しAとし

Cの間で正式協定が結ばれた。ALAは，

LCの斜面編集に対すう資傘確保を引き受’

け，また今後の目録も冊子形式で刊行する

という点でも同論が庫つたq、．

　’1964年12月ワシントン’での小委員会の席

上，ジカゴの学術図書館センター（Center

for　Re昌earch　Library）のG．R．　Williams

委員長の報告によれば，少な．くとも3社が

この入札に関心を抱き，編集印刷費の前払

い態勢を示していた。小委員会は，3種類

の方式一図書形式，マイ’］　Pフィルム，電

算機処理方式一を検討した。結局，読み易

いタイプ字の大きさでオフセット印刷にす

ることに決っ準が，後に変更の余地も残す

という条件つき撃った。　　　　　．　T

　1965年3月再びワシントンに集まった小

委員会では，機械判読のNUCと印刷され

た冊子目録との関係に含まれる諸問題に検

討を進めたが，その問題は非常に複雑であ

るという結論に達した。理由は，目録の規

模の問題，・カードの編集には正確さ，統一

性を必要とすること，またこの目録の出版

の問題，多分今後最新版のNUCは機械化

される関係などの点であった。

　小委員会はいくつかの最：終結論に達し

た。最：も重要な点は，たとえ将来機械判読

の形になったとしても，現在のNUCを冊

子体で刊行するこ，とが望ましいということ

だった。∵…従っそ小委員会は，出版社の

提案に応じて，最初はオフセット写真用に

目録カードの形で印刷原稿を渡す方法によ一

り，できるだけ早く目録の刊行を開始する

、ことにした。同時にLCに対し，複製用に

目録カードをいぐつかりタイプする時，副

次的に機械判読用の記録を残せるかどうか

の可能性を調査するよう要請した。これ

は，将来NUC全体に変化があった場合の

備えに十分なり得るからである。小委員会

はまた，出版社に渡す原稿が3×5以外の

カードの場合もあるどいう権利を留保し

た。

　　　・1966年8月，入札募集の最終日に3

・社から見本頁をつけて入札が提出された。

これに際して判断め基礎は，価格であ6

・た。個々の場面こついて検討した結果，小

委員会は最：も安い販売価格と最も満足な元
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版を提示したMansell　I耳formation　Pub．

Ltdを選んだ。協定に基づいて，　Manse11

社は出版にかかるすべての経費を負担す

る。またしCでの編集作業の費用を調達ナ

ることも請負った。小委員会はその後AL

Aの代理人にたいし，双方に満足の行く契

約を交渉するように要請し，交渉は1967年

1月まとまった。ALAIま同年2月この計

画を発表し，その月末からLCは整理部に’

スタッフをおいて編集に乗りだした。その

主任は，J．L．　De就on氏，次長はN．　N．

MendeloH氏であった。　NUCはLCの編

集作業が進むに従って刊行される運びとな

った。1967年3月，ALAはPンドン事務
所の助言者蔚よび編集責任者として，元ニ

ューヨーク市総合神学校の主任カタPt一ガ

ーR．Eisenhqrt氏を任命した。同じ頃∴

編集ずみ四三のカード27・000枚（‘Ab・y－

rtus’まで）がtiンドンに届いた。各巻704

頁全巻約610冊の第一巻心であった。LC

の167年の歴史上最も大規模な書誌計画で

あり，また印刷史上最も量の多い冊子目録

となるこのNUC－P　leエ956が端緒につy）

たのだ。・

　追補・

　米国政府刊行物総合目録The　National

Union　Catalog　of　U．　S．　Government．

Publications．　4　vols．，　Carrollton　Press，

Inc．，1974　Jan．が今度始めて刊行された

という新しい情報を，この原稿がすでに我

々の手を離れたあと入手した。これは1973

年11月現在で米国の1，122回図書館がどの

ような政府刊行物を所蔵しているかを示す

ものである。これにより，今までの目録で

は不備であった政府刊行物の所在をつきと

める新しいトゥー・一ルができたことになる。

　　（どい・としこ　一般参考課主査えだまつ・さかえ　同　副主査）

iレフ・レン噸例

夏目漱石め友人

　　佐藤友熊の経歴について　（個人）

　〔回答〕

　佐藤三二の名は夏目漱石の作品『活韓：と

ころどとろ』にしばしば見えることは，，す

でにご承知かと思いますが，当館蔵書中の

同作品本文，および『漱石全集』　（岩波書

店　昭和41〒42）『夏目漱石全集』（筑摩i

書房　昭和46－48）『漱石文学全集』　（集

英社　昭和45－48）等に付載されている注

解（または語注）のう．ちから，佐藤友熊の

履歴事項を総合した結果，友熊は明治42年

9月頃旅順で警視総：長をしていたことが判

明いたしま「した。

　そこで，この「旅順め警視総長」を手が

かりに『職員録』を調査したところ，明治

41年5月1日現在から大正’6年5月1日現

．在までの各年の『職員録』のうち，関東都’

督府民政部警務課課長の欄に息出の名が見

当りました。もちろん警視総長の職名が付

されています。ただ，就任・辞任の年月目

までは，この『職員録』では不明でした。

　また，この関東都督府の前後の経歴につ

いては，漱石の交友関係を詳細に調査，研

究したものが見当らず，比較的新しい研究

成果をとり入れてVlるといわれる集英社版

　『漱石文学全集』掲載の友熊の注解にみえ

るく伝未詳〉という記述（10巻582頁参照）

に尽きるかと思われまし．foが，友熊力1旧外

地勤務の高等官であった点から，外務省史

料館および総理府内閣総理大臣官房人事課
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